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研究課題名「ロボット支援腹腔鏡下胆道拡張症手術の習熟過程の検討」に関す

る情報公開 
 
１．研究の対象 
2013年9月1日から2025年１月31日までの期間に、名古屋大学医学部附属病院で先天

性胆道拡張症（CBD）と診断し腹腔鏡手術（Lap）またはロボットを行った患者さんで

す。 
 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
ダビンチを用いたロボット支援下手術（ロボット）が術者のスキル習得を加速し、腹

腔鏡手術（Lap）で見られる個々の課題を克服する可能性を検証するため、Lapおよ
びロボットにおける縫合時間の学習曲線を比較解析する。 
 
研究方法： 
先天性胆道拡張症（CBD）と診断されて Lapまたはロボットが行われた症例のうち、
Lapとロボットの両方の手術の経験がある 4人の術者が執刀した全ての 107例後向き
観察研究で手術ビデオにより肝管空腸吻合時間を測定しラーニングカーブを CUSUM
解析し学習曲線を比較解析する。 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2027 年 3 月 31 日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報の収集方法：手術ビデオと電子カルテから抽出(年齢、性別、診断、手術記録)。 
他に集める情報：カルテ情報(手術時体重、Xp・CT検査所見、血液検査結果、手術所見、
出血量、手術時間、合併症)。 
 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 



 

 

 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
名古屋大学大学院医学系研究科 小児外科学 
名古屋市昭和区鶴舞町 65 医系研究棟一号館 13階小児外科医局 
TEL：052-744-2959 
名古屋大学大学院医学系研究科小児外科学・大学院生・郭垚輝 
E-mail：guo.yaohui.v1@s.mail.nagoya-u.ac.jp 

 
研究責任者： 
名古屋大学医学部附属病院・講師・城田千代栄 

 


